
平成 29年度 定時制卒業式 式辞 
 

梅の花が満開となり、春の気配を感じる今日この頃、この佳き日に、公務ご多忙の中、平塚地区

高等学校定時制教育振興会会長 石崎 明様をはじめとする多数のご来賓の皆様のご臨席、そして

保護者の皆様のご列席のもと、平成 29年度 神奈川県立 平塚商業高等学校 第 52回 定時制卒

業式を挙行できますことは、卒業生はもとより、教職員一同、誠に光栄であり、高いところから恐

縮でございますが、学校を代表して御礼申しあげます。本日は、誠にありがとうございます。 

後ほど、ご来賓の皆様のご紹介をさせていただきます。 

 

はじめに、保護者ならびに卒業生の関係の皆様、本日は誠におめでとうございます。今日の日を

迎えることができましたのも、皆様からの日ごろからのご理解とご協力の賜物と存じ、職員を代表

して感謝申しあげます。 

 

さて、卒業生の皆さん、改めましてご卒業おめでとうございます。 

時が経つのは本当に早いものです。いよいよ旅立ちのときとなりましたが、皆さんは平商定時制

での高校生活を、十分楽しむことができましたか？すばらしい仲間に出会い、授業や部活動、学校

行事など、楽しく充実した時間を過ごせたでしょうか？  

定時制では、様々な年齢や社会経験も違う、大勢の人がおります。その仲間と時にはともに笑い、

時には悲しみを分かち合ってようやく卒業の日を迎えました。ぜひ、平商定時制での経験をこれか

らの人生に活かしてください。 

また、これまで皆さんを支えてくださった家族や友人、先生方等、周囲の人たちへの感謝の気持

ちを忘れないでください。 

 

ところで、本校定時制は、今年で80周年を迎えます。卒業にあたり、平塚商業定時制の歩みを確

認し、誇りを持って卒業してください。 

昭和 13(1938)年 5月 平塚市立商業学校（夜間 4年生）として創立  

昭和 23(1948)年 4月 平塚市立商業高校に改名 1学年商業科 100名 

昭和 26(1951)年 旧高浜高校（錦町公園）に移転 

昭和 35(1960)年 4月 旧江陽中学校舎（現中央公民館）に移転 

昭和 41(1966)年 4月 平塚市立商業高等学校から神奈川立平塚商業高等学校に 

 

以上が、平商定時制の歩みです。80年の長い歴史にはいろいろな変遷があり、校舎も何度も移転

を繰り返し、今日に至っております。平成 32 年度には、高浜高校の敷地に移転して新たな歴史が

始まります。 

卒業にあたり、ぜひ 80年の伝統に対する誇りを持ち、これからも活躍してください。 

最後に、卒業生一人一人の健康とますますのご活躍を祈念して、私の式辞とします。 

卒業、おめでとうございます。 
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